
280

て補償されていることになる．

　一方，アルドシナが，日本海を緯度・経度で2度ごと

の区画に分けて行なった計算のうち，35～37。N・134～

136。Eの区画の年間の収支量は，計算式の係数等の違い

はあるが，約一25Kcal／cm2・yearである．この区画は，

山陰沖から若狭湾およびその北方海域を含み，対馬暖流

の流路を含んでいる．そのため，年間では失う熱量が入

り込む熱量よりも多い分が対馬暖流のもたらす熱で補償

されていることになる．

　4．あとがき

　現在，日本近海に気象庁の海洋観測用ブイロボットが

展開されている．その開発段階で試作されたブイ・ボッ

ト2号機は，日本海に設置されて種々の成果を上げてき

た．2号機の最後の観測資料をまとめるにあたり，これ

までブイ・ボットの保守等に御協力をいただいた，舞鶴

海洋気象台の海洋課ならびに清風丸の諸氏に感謝の意を

表する．
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